















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































と軽く 5杯分ありました。子どもたちは「お茶碗 1杯は、お米約 2,000粒
なんだね。」と確かめ合ったことを、大人になってもきっと覚えていてく
れるでしょう。
　d）社会科・理科と単元創造
　社会科や理科は午前中学んでいるそれぞれの学校の扱い方を調べて活用
したり、絵本や図鑑、資料集などを駆使して学びを補完するようにしまし
た。
　社会科の学習では、教科書を中心としながら、自分たちの生活を振り返
りたくさんの人々に支えられて成り立っていることに気づかせるととも
に、常に今住んでいるポルト・アレグレ市やブラジルの様子と比較するよ
うにしながら学びを進めていきました。
　理科の学習では教科書や資料集、補習校でも比較的学びやすい植物や昆
虫の学習を柱に据えました。一人一鉢栽培活動としてアマリリスの球根を
育て、建物のロビーに飾り、出入りする方たちに喜ばれました。建物の脇
にある駐車場は、自然のままの姿だったので、子どもたちと耕してジャガ
イモを植えて観察をし、収穫しました。また、そこに生える草花や小さな
虫などに興味を持たせるような活動も取り入れました。遠足では、市の中
心から少し離れた所にある動物園や、植物園に出かけて子どもたちの興味、
関心が広がるように計画しました。補習校には各学年の教科書で扱う実験
道具がすべて備えられているわけではありません。調べてみると日本に各
学年で扱う実験用道具のセットがあることを知り、早速購入し送ってもら
い使用しました。これで各学年の主要な実験をすることができました。
　社会科も理科も教科書の単元を残らず扱うことはできませんので、現地
の学校での学び、町で働く人々、公共的な施設、ポルト・アレグレ市の地
理や自然、補習校内の自然などを活用し関心を深めていくように心がけま
した。これらの指導の仕方は私にとっては、さして目新しいことではあり
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ませんでした。子どもたちの学ぶ意欲を高めるため、分校教師時代も分校
近郊の川や池などの自然環境や保護者の農業生活、また、学区内にある酪
農のための育成牧場などの中から、様々な教科で学習単元を立ち上げるこ
とはごく普通のことでした。また、特別支援学級における指導は一人ひと
りの子どもたちの状況に応じた学習をどう創造していくか、指導力が養わ
れる現場でした。教育現場はどこでも、子どもたちへの祈りが必要です。
私は、キリスト者教師として困難な状況の子どもたちとかかわりたいとい
う思い、また、立教大学での学びを通して既成の指導カリキュラムがどこ
かに存在し、その指導を効率よくこなしていくことが教育という営みでは
ないということを、強く思っていました。一人ひとりの子どもたちの命は
神さまによって与えられたものであり、世の光、地の塩として一人ひとり
に与えられた特別な使命を全うするためのものであると信じています。教
師としての営みは、子どもから学び、一人ひとりへの祈りに到達するもの
だと思っているからです。
　e）体育
　体育は週 3日コースの日系人子女が登校する日に行いました。建物の脇
にある駐車場がグランドに代わり、みんなでラジオ体操をしたり、全員で
ドッヂボールをしたり、チームに分かれてリレーや様々な運動をしました。
外で運動できない時には、2階の広いフリースペースのいすを全部片付け
て即席の体育館を作ります。子どもたちの想像力に助けられ、せまいグラ
ンドでも即席の体育館でも楽しく体を動かし、心を開放する時間が生まれ
ました。分校で出会った分校主任の先生が常に目指していたすべての子ど
もが楽しめる体育の指導、少人数での体育の指導経験、特別支援学級での
体育の時間の工夫など、多くのことが役立ちました。ここでも神さまの導
きを覚え、感謝の思いがわいたものです。
神の國は斯くのごとき者の國なり
－ 32－
　f）家庭科
　最高学年の二人の子どもが 5年生になった年には、家庭科の授業も行い
ました。家庭での生活や自分の役割、衛生的な生活の仕方などの学習も、
日本の子どもたちに指導するよりも興味深く学んでいました。ブラジルで
は中流階級以上の家庭では家政婦を雇うことが半ば常識のようになってい
ます。仕事を与え、貧しい家庭の家計を助けることは、それなりの収入が
ある人々には当たり前のことでした。補習校に通う派遣者の家庭も、日系
人子女の家庭もほとんどが家政婦を雇っていました。ですから、家族が家
全体の掃除や洗濯をしている姿を子どもは目にすることはあまりありませ
んでした。
　運針の練習は日本の学校の家庭科でも長く取り組んでいる活動です。練
習用の白い布には赤い点線などが記されていて、子どもたちはその線を頼
りに針を進める練習を重ねます。そのような布も手に入れるわけにはいき
ません。妻にさらし布に赤いボールペンで記した運針練習用の布を作って
もらいました。子どもたちにそれを渡し、並みぬい、本返しぬい、半返し
ぬい、玉止め、まつりぬいなど基本的な運針の練習をさせました。二人と
も男子でしたが、この時間を大変喜んで待ち遠しく思ってくれていました。
　g）中学生の受け入れ
　補習校では 3日コースは中学生も受け入れていましたが、5日コースの
派遣者子女は原則として小学生を対象に指導することにしていました。中
学生の学習指導まではなかなか難しい現状があったことと、派遣者子女も
中学生になるとその後の進路を考えるため帰国する場合が多く必要性が低
かったことが主な原因です。ただし、補習校の性格を理解し、本人が学ぶ
意思がある中学生子女の入学希望を断ることはしませんでした。私が赴任
していた間に、一人だけ中学生女子生徒の入学希望がありました。南米コ
ロンビアからポルト・アレグレに移り住んできた外国生活の長い派遣者の
子女でした。インターナショナルスクールの学校生活のことや、補習校で
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指導できる教員が私だけであることなど、総合的に判断し、週 1、2日程
度国語教科書による日本語を中心とした学習を特別に準備しました。
　中学生は一人ということもあり、他の子どもたちとの関係を多少心配し
たのですが、全くの杞憂でした。たいへん明るい性格で、面倒見もよく、
小学生たちともすぐに仲良くなり、学習していくことができました。日本
語が自由に話せる空間がとてもうれしかったようでした。小学生の子ども
たちもいいお姉さんができたということで会話も弾み、一緒に駐車場で昆
虫や草花の観察をしたりする中で、互いに教えられたり、教えたりする関
係が生まれ、補習校全体の学びに対する雰囲気がさらに温かく和らいだも
のになってきました。このことはへき地小規模校で 1年生から 4年生まで
の全員合奏に取り組んだ時も感じたことです。また、一人ひとりの不得意
が全く異なる特別支援学級で指導していた時にも感じたことでした。子ど
もたちの心は開かれている、学びは多様性の中から生まれ、豊かになると
感じていました。
　h）土曜特別授業
　ポルト・アレグレでの生活にも慣れてきたころ、土曜日の特別授業に取
り組みました。子どもたちが補習校では学びにくい音楽、図工などの学習
を、私の自宅で行うことにしました。自宅のリビングは広さもあり、日本
から持参したピアノも置いてありました。子どもたちに表現活動と当番活
動の経験を広げることを目標としました。補習校にも打楽器や絵の具、粘
土などはあり低学年が自分の机の上で絵を描いたり、粘土遊びをしたりす
ることはできました。しかし、高学年では準備や後片付けを考えると補習
校で扱うことは難しいものでした。土曜日の授業は高学年を私が担当し、
低学年を小学校教師の経験のある妻が担当しました。
　図工の授業では、高学年は水彩絵の具で水のにじみを利用して立体感の
ある人物の描き方などを工夫させました。低学年の授業では「ガリバーと
遊ぼう」と題して、リビングいっぱいに新聞紙で大きな人型を作り、その
神の國は斯くのごとき者の國なり
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上に子どもたちみんなで寝転んだり、段ボールでこまやけん玉を作ったり
して遊びを取り入れた楽しい学習を心がけました。また、運動会や遠足、
芋ほりなどの校外学習の思い出をクレヨンや絵の具で描きました。これら
の絵は日系人の作品展に出品し、全員が優秀な成績で入賞しました。イン
ターナショナルスクールでも、現地校でも絵を描くことはあっても、日本
の図工教育のような幅広い題材に取り組む学習はあまり行われていないよ
うで、子どもたち全員が大変喜んで活動していました。
　音楽の授業では、高学年は個別のリコーダー指導を中心にアンサンブル
の楽しさも味わわせました。低学年は教科書を中心に楽しい曲を選んで歌
いました。また、カスタネットやタンバリン、木琴を補習校から運び、鍵
盤ハーモニカと合奏をする楽しみも体験させました。
　3年目最後の年には、図工と音楽の間におやつタイムを設けて、当番活
動を取り入れることにしました。妻にエプロン、三角巾、ランチョンマッ
トを縫ってもらい、高学年 1名と、低学年 1名の二人組にして帰国後学校
給食に戸惑わないように、おやつを配る体験をさせました。手作りのクッ
キーやパウンドケーキなどと飲み物を用意して、当番の二人は手を洗っ
て待つ子どもたちに、トレーに乗せたおやつと飲み物を銘々のランチョン
マットに丁寧に配っていきます。こんな小さな活動でも、日本で学校生活
の体験をしていない子どもたちには楽しかったようです。保護者が迎えに
来るまでの待ち時間には、わらべ歌や手遊び歌、「はないちもんめ」など
日本的な遊びを取り入れるようにしました。
　iii）補習校校長
　そんな小学校教師として、また、日本語教師として補習校で直接指導を
しながら、補習校を代表する校長としての仕事を同時に行いました。日本
人学校も日本人補習校もその地の在外公館と密接な関係を保ちながら運営
されている私立学校の一つです。外国で暮らす人々にとって、邦人保護を
第一の役割とする在外公館はとても心強い存在です。補習校はブラジルに
キリスト教教育研究　No. 36
－ 35－
おいては正式な学校とは認められていません。しかし、その中で安心して
学ぶことができ、日本からの必要な学用品も自由に輸入できる背景には、
当地の領事館の理解と多くの支援がありました。ポルト・アレグレ総領事
館に学校の現況、課題などを教育担当の K領事に報告することが校長の
重要な仕事でした。1年目の生活基盤づくりのために K領事には、住まい
の転居や必需品としての車購入の際など、多くの手助けをいただきました。
2週間に 1回ほど授業のない午前中に総領事館に伺って行う現況報告のほ
か、重要な案件がある場合はその都度出向いて相談をさせていただきまし
た。領事館主催の行事にも補習校校長として招待され、多くの日系人やブ
ラジルの人々と出会う機会が与えられ、自由な雰囲気の中、様々な経験を
積ませていただきました。中でも貴重な体験だったのは、ポルト・アレグ
レ市で開催された日本語スピーチ大会の審査員として招待されたことで
す。
　年に 1回の大会はブラジル社会に日本文化への親しみを持っていただく
ことを趣旨とし、日系人以外の人々が日本語を学び、その学習成果を披露
する場として設けられたものでした。会場は補習校が間借りしている日本
人会の建物で行われたり、市内の大学の講堂で行われたりしました。日本
国内では特段意識せずにいる日本語を、日本から最も遠い場所で真剣に学
び、表現する人々の姿には感動を覚え、感謝の気持ちがわき上がりました。
同時に、神さまが私たちに言葉をくださったことの大きな恵みに感謝しま
した。国語、日本語の指導は母国語だからといって漫然と行ってはいけな
いことを、もう一度考えることができた経験でした。
　校長としての仕事は補習校内の校務、人事、渉外すべてにわたる課題解
決と決定にあります。日々の補習校での子どもたちの学習が円滑に進んで
いくように準備、実施をし、問題点や課題の確認を行っていきます。職員
会議は毎週行い、職員同士の意思の疎通が十分できるようにしました。一
人ひとりの学習状況を振り返り、次週の予定を確認することを中心に、教
材の提案、指導法の紹介などを行いました。また、学期中の大きな行事な
神の國は斯くのごとき者の國なり
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どの予定や分担、連絡方法などの確認、外部諸団体との連携、領事館への
報告事項などについて話し合っていきました。それまで準備されていな
かった学校要覧も、これまで私が経験した学校のものをひな型にして作成
しました。文字に起こしていくと補習校が設立から現在までにたどってき
た道、多くの人々の熱い思い、困難を乗り越えてきた人々への感謝の念が
一段と深くなりました。私の着任後、3家族が新たにポルト・アレグレに
派遣されて来られましたが、学校要覧によって補習校の概要を即座に理解
していただくことができました。2年目に入り、派遣者子女の最上級生 2
名が 4年生になることから私が 5日間指導することが必要と判断し、1名
教師を採用しました。この方は日本のある宗教の宣教師としてポルト・ア
レグレに来られた男性で、5名の日系二世の上級クラス担当をお願いしま
した。
　iv）入学式・卒業式
　現地校では入学式、卒業式のような行事はありません。学校が始まる日
は指定された教室で先生を待ち、授業が始まるといった様子で、普段と特
別変わったことはありません。卒業式も授業の最後の日という意味で儀式
などはありません。補習校でも私が着任する前は現地校同様に入学式、卒
業式などはしていませんでした。そこで、小さな学校であっても日本文化
に基づく一般的な学校の行事を大切にしたいという思いから入学式、卒業
式を行いました。
　現地校の多くは、クリスマス休暇から引き続く夏休みが終了する 2月下
旬から 3月初めが年度の開始となります。補習校は日本の学校における
年度とあわせて、4月開始の 3月終了とし、4月の初旬に入学式を行い、3
月下旬に卒業式を行うことにしました。小規模校であり、派遣者の子女が
入学の年齢の子どもである可能性は低いのですが、3年間の赴任期間のう
ち、2回の入学式を行う機会がありました。また、卒業式は、日系人子女
のクラスを卒業する子どもたちのために行いました。
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　入学式や卒業式は 2階のホールで行います。入学式にはお祝いの手作り
メダルを子どもたちが作り、一人ひとりに贈ります。私の校長式辞の後、
お招きした K領事から祝辞をいただき、その後全員で記念写真を撮りまし
た。ブラジルで育った子どもたちにとっては、初めて体験するこれらの行
事に大変興味を示していました。入学式の後には在校生による歓迎会を開
きました。派遣者子女の上級生二人が手作りのお面をつけて落語の「寿限
無」を演じました。皆拍手喝采で大笑いしました。
　卒業式の時には、手作りの「卒業おめでとう」と書かれたリボンをつけ
て担任を先頭に入場しました。一人ひとりに卒業証書を手渡した後、「君
が代」や「ほたるのひかり」、「あおげばとうとし」などの曲を全員で歌い
ました。当日は自宅のピアノで演奏した妻の伴奏をカセットテープに録音
したものを会場で流しました。久しく日本を離れている日系人子女の保護
者の方々は懐かしい曲に感慨深いものがあったようでした。これらの体験
を通して、子どもたちに日本の学校文化に対する理解が深まることを願い
ました。
　v）運動会
　補習校の子どもたちが毎年楽しみにしている行事は遠足と運動会でし
た。遠足は市内にある植物園と動物園によく行きました。子どもたちだけ
でなく家族も同伴で、ピクニックのような雰囲気の中で一日を楽しく過ご
します。
　運動会はポルト・アレグレ市を中心に近隣の日系人全員が集う一大イ
ベントです。場所は郊外の空き地、市内からは車で小一時間かかる所で
す。背の低い草が生えている平坦な場所です。そこにロープが張られコー
スができ一日運動会ができる場所が出来上がります。ポルト・アレグレ市
内に住む日系人と開拓した村で農業を営む日系人、そして派遣社員の日本
人とが年に一度集います。大人の競技もいくつかありますが、やはり運動
会の主役は子どもたちです。幼稚園児から小学生、中学生、高校生ぐらい
神の國は斯くのごとき者の國なり
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までの子どもたちが走ったり、リレーをしたり、ダンスをしたりして一日
楽しみます。高齢者の方も自前のパイプ椅子を用意して、躍動する子ども
たちの競技に限りない声援を送ります。時間も参加者もその場になって決
めてゆくような、和気あいあいの雰囲気の中で行われていました。フィー
ルドの中心にはポールを立て、そこにブラジル国旗と日の丸の旗を掲揚し
それぞれの国に感謝と敬意を表します。今は笑顔で過ごされている日系人
の方々の苦難と喜びの深さが伝わってくる光景でした。旧約聖書が伝える
人々の苦難と喜びが、現実感をもって迫ってきました。
　昼近くになるとあちこちで牛肉を焼くにおいがしてきます。ブラジル南
部の名物シュラスコの始まりです。マテ茶を片手に全員が大きな家族であ
るかのような温かな空間が出来上がります。補習校の子どもたち、とくに
ポルト・アレグレ市中心部に住む子どもたちにとっては久しぶりに見る多
くの日本人です。普段の限られた空間から解き放たれてみな元気満開でこ
の日を過ごします。私たち日本人補習校の子どもたちも、農業地域の子ど
もたちもそれぞれの学校でおなじダンスを練習してきて、この日にみんな
で踊ります。大人数になったダンスの輪は遠く離れたブラジルで過ごす子
どもたちにとって日本を感じる大事なものとなったことでしょう。また、
日系一世の方々にとっては、後を継ぐ子どもたちの健やかな成長を目の当
たりにする大きな喜びの時間でした。大きな青空の下の笑顔、声援、高ら
かな笑い声をたっぷり浴びながら子どもたちは一日を過ごしていました。
　③ 家庭礼拝
　三年間のブラジル生活の中で私たちを支えてくれたのは、日曜日に行っ
ていた家庭礼拝でした。
　あわただしく一日一日が過ぎていく中、家族で日曜日に教会に行くこと
ができないもどかしさを感じていました。町には大きなカトリック教会が
いくつもありましたが、私たちはポルトガル語の説教を理解するまでには
至っていません。また、日系人のための教会も市内にはありませんでした。
キリスト教教育研究　No. 36
－ 39－
幼い子どもたちのために聖書を学ぶ機会を与えてくださいと、祈り続けて
いました。様々な思いをめぐらす中で、教会学校で使用していた教案誌と
ワークブックを思い出しました。すぐに日本の出版社に連絡し、定期的に
届けてもらうことが可能となりました。教案誌は 3年間で聖書全巻の中か
ら重要箇所が学べるように構成されていました。ワークブックは幼稚科用、
小学校低・高学年用の分冊があり、聖書の学びと連動した工作、ぬり絵、
パズルなどが用意されていました。これでようやく日曜日の家庭礼拝の準
備が整いました。日本で通っていた教会学校と同じ日曜日の 9時から、家
族 4人だけの礼拝の始まりです。子ども讃美歌の中から、一人ひとり好き
な讃美歌を選んで 4人で歌います。始まりの祈りをしてから、私が教案誌
のカリキュラムに沿いながら聖書の話をします。そのあとはワークブック
を使用しての活動です。子どもたちはこれがとても気に入ったようで、熱
心に取り組みました。このワークブックのタイトルは「成長」という名で
したので、子どもたちは日曜日のこの時間を「せいちょうの時間」と呼び、
土曜日になると待ち遠しいのか「あしたは、せいちょうの日だね。」とい
うほどになりました。最後はみんなで賛美歌を歌いながらテーブルの周り
を 1、2周して席に着き、お祈りをして終了です。その後、この日だけは
日本から送られてきたお菓子が出され、特別なおやつの時間となります。
教会学校のようにたくさんの友達と賛美したり、学んだり、お祈りしたり
はできませんでしたが、4人だけの家庭礼拝は神さまの温かな思いを一人
ひとりが味わえる時間となりました。
　町には日本語の礼拝が行われる教会はありませんでしたが、月に一、二
度、サンパウロのルーテル教会に来られている宣教師の方が市内の信徒さ
んの家に来て聖書の話をしてくださると教えていただきました。夜の時間
でしたので私だけ参加しました。また、3年目になり町の様子、ポルトガ
ル語もわかるようになってきた頃、住まいの近くにバプテスト教会があり、
日曜の午後、月に一、二度英語での礼拝があることを知り参加するように
なりました。ただ、ポルトガル語よりは理解できるものの、子どもたちに
神の國は斯くのごとき者の國なり
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は難しいようでした。多くの方々と日本語で賛美し、日本語で聖書の話が
聞けることの恵みをこの時ほど感じたことはありません。当たり前のよう
に毎週教会に行っていたこと自体が大きな恵みであったことを知らされま
した。ですから「せいちょうの時間」を 4人で大切にして、帰国するまで
継続しました。日本から最も遠い国で様々な境遇、環境の中で弱い者同士
の連帯を土台にして、笑顔で暮らす子どもたちのために教師として働く喜
びと、困難な状況にも必ず解決を与えてくださる神さまへの深い信頼を保
ち続けられた源泉がここにありました。子どもたちのために始めた時間は、
いつしか私と妻にとっての恵みと安らぎの時間となっていきました。
（5）ブラジルから再び日本に
　ポルト・アレグレでの 3年間の任務を終了し帰国することとなりました。
3年間で私はどれだけのことができたのだろうと考えると、取り立てて何
もないように思いました。それに比べて私が学ばせてもらえたことは、子
どもたちの力に驚かされたこと、学びは子どもたちから生まれること、子
どもたちは学ぶことが本来大好きであること、そして子どもたちは学びで
互いにつながれることなど、数えきれません。勤務した分校よりも小さな
学校、午後 6時まで毎日学ぶ学校、危険なことや不便なことも多い中で目
を輝かせて学ぶ子どもたちの姿に出会えた 3年間は、私にとって豊かな研
修の期間であり、新たなステップのために神さまが用意してくださったも
のであるという思いを強くしながら帰国の途につきました。
（立教小学校校長・JICE所員）
